
学校番号 214 

 

令和２年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 コミュニケーション英語Ⅲ ３ 第３学年 
MY WAY 

English Communication Ⅲ 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・コミュニケーション英語Ⅲの授業は、「話すこと」、「書くこと」、「聞くこと」、「読むこと」という４

技能の中でも特に読み書きの力をつける授業です。逐語訳にとらわれず、文章の読み解きを理解できる

ようになりましょう。 

・さまざまな題材に触れることで広くことばへの関心を高め、豊かな言語観、思考力、表現力を育みま

しょう。 

・国際社会の一員として、多様性を認め合える豊かな文化観と真の国際理解の基礎を養いましょう。 

・幅広い生き方や価値観・世界観に目を向け、社会の中で自らの力で考え表現する姿勢を培いましょう。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第３学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅲ」（３単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

各課の内容につ

いて、英問英答を

することができ

る。 

各課の内容につ

いて、知り得た情

報を英語で言う

ことができる。 

授業への

参加態度 

各課の内容を要約文

にまとめることがで

きる。 

各課の内容につい

て、自分の意見を書

くことができる。 

ラ イ テ ィ

ン グ テ ス

ト 

 

定期考査 

各課に関する英文

を聞き取り、日本

語で説明すること

ができる。 

リ ス ニ ン

グテスト 

 

定期考査 

英文を読み進

め、その内容を

とらえること

ができる。 

モデルリーデ

ィングを参考

に大きな声で

音読すること

ができる。 

定期考査 

 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心を

もち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとしているかを的確に評

価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「話すこ

と」と「書くこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施。 

CAN-DO リストによる「聞くこ

と」と「読むこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施。 

英語やその運用についての知

識を身に付けているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているかどうかを的

確に評価できる方法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson １ 

(６時間) 

英国におけるナ

ローボートの役

割 の変遷と、現

代での人気の理

由を知 る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話をする。 

・レッスンごとの内容に

対する感想や意見につ

いて話すためのキーワ

ードをワークシートに

メモし、それを参考に

しながらペアで伝え合

う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話をしてい

る。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

「外国語表現の能力」 

・ナローボートにつ
いて簡単な英語で
要約を述べられ
る。 

・ペアで、ワークシー
トのメモに基づい
て、発問できる。 

・トピックについての

説明を読んで、その

内容を理解できる。 

・読んだことに基づ

き、内容について話

すことができる。 

・ペア・ワークの後、

全体に向けて口頭

で発表をさせる。 

「外国語理解の能力」 

・助動詞＋受け身 / 

比較級・最上級 / 関
係代名詞 what を理
解し、内容把握が出
来る。 

・いくつかの発問を通し

て概要を把握する。 

・発問に対し簡潔に答

えることができる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・ナローボートが今
再びもてはやされ
ている理由につい
て理解する。 

・本文中で用いられて
いる意味や用法を
確認する。 

・本単元で学ぶ言語
材料を使って自
分の考えを述べ
ることができる。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 

Lesson ２ 

(６時間) 

舘野泉さんの生

き方を通じて、

あき  らめない

ことの大切さを

知る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにお
いて、互いに協力
しながら会話をす
る。 

・レッスンごとの内容
に対する感想や意
見について話すた
めのキーワードを
ワークシートにメ
モし、それを参考に
しながらペアで伝
え合う。 

・ペア・ワークにお
いて、互いに協力
しながら会話を
している。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

「外国語表現の能力」 

・舘野泉さんの生き
方について簡単な
英語で要約を述べ
られる。 

・ペアで、ワークシー
トのメモに基づい
て、発問できる。 

・トピックについての

説明を読んで、その

内容を理解できる。 

・読んだことに基づ

き、内容について話

すことができる。 

・ペア・ワークの後、

全体に向けて口頭

で発表をさせる。 

「外国語理解の能力」 

・no matter how ～ / 

同格の that / 分詞

構文を理解し、内容

把握が出来る。 

・いくつかの発問を通し

て概要を把握する。 

・発問に対し簡潔に答

えることができる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断

する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・舘野泉さんが復帰
を果たすまでに経
験した心の変化に
ついて理解する。 

・本文中で用いられて
いる意味や用法を
確認する。 

・本単元で学ぶ言語
材料を使って自
分の考えを述べ
ることができる。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 



単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ３ 

(６時間) 

iPS 細胞の仕組

みとそのはたら

き、 可能性を知

る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話をする。 

・レッスンごとの内容に

対する感想や意見につ

いて話すためのキーワ

ードをワークシートに

メモし、それを参考に

しながらペアで伝え合

う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話をしてい

る。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

「外国語表現の能力」 

・ iPS 細胞について
簡単な英語で要約
を述べられる。 

・ペアで、ワークシー
トのメモに基づい
て、発問できる。 

・トピックについての

説明を読んで、その

内容を理解できる。 

・読んだことに基づ

き、内容について話

すことができる。 

・ペア・ワークの後、

全体に向けて口頭

で発表をさせる。 

「外国語理解の能力」 

・it is ～ that ... / 助動

詞 ＋受け身を理解し、

内容把握が出来る。 

・いくつかの発問を通し

て概要を把握する。 

・発問に対し簡潔に答

えることができる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・ iPS 細胞が画期的
である点について
理解する 

・本文中で用いられて
いる意味や用法を
確認する。 

・本単元で学ぶ言語
材料を使って自
分の考えを述べ
ることができる。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 

Lesson ４ 

(６時間) 

古代ローマの風

呂文化を知り、

その  果たして

いた役割を考え

る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにお
いて、互いに協力
しながら会話をす
る。 

・レッスンごとの内容
に対する感想や意
見について話すた
めのキーワードを
ワークシートにメ
モし、それを参考に
しながらペアで伝
え合う。 

・ペア・ワークにお
いて、互いに協力
しながら会話を
している。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

「外国語表現の能力」 

・古代ローマの風呂
について簡単な英
語で要約を述べら
れる。 

・ペアで、ワークシー
トのメモに基づい
て、発問できる。 

・トピックについての

説明を読んで、その

内容を理解できる。 

・読んだことに基づ

き、内容について話

すことができる。 

・ペア・ワークの後、

全体に向けて口頭

で発表をさせる。 

「外国語理解の能力」 

・seem to ～ / so ... 

that ～ / 部分否定

を理解し、内容把握

が出来る。 

・いくつかの発問を通し

て概要を把握する。 

・発問に対し簡潔に答

えることができる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断

する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・古代ローマの人々
が公衆浴場を好ん
だ理由について理
解する。 

・本文中で用いられて
いる意味や用法を
確認する。 

・本単元で学ぶ言語
材料を使って自
分の考えを述べ
ることができる。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 



 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ５ 

(６時間) 

「うるう週暦」

の提案について

知り、その利点

と難点を学ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話をする。 

・レッスンごとの内容に

対する感想や意見につ

いて話すためのキーワ

ードをワークシートに

メモし、それを参考に

しながらペアで伝え合

う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話をしてい

る。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

「外国語表現の能力」 

・うるう週暦につい
て簡単な英語で要
約を述べられる。 

・ペアで、ワークシー
トのメモに基づい
て、発問できる。 

・トピックについての

説明を読んで、その

内容を理解できる。 

・読んだことに基づ

き、内容について話

すことができる。 

・ペア・ワークの後、

全体に向けて口頭

で発表をさせる。 

「外国語理解の能力」 

・現在完了の受け身/ 関 

係副詞 / 間接疑問を理

解し、内容把握が出来

る。 

・いくつかの発問を通し

て概要を把握する。 

・発問に対し簡潔に答

えることができる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・うるう週暦の利点
と難点を挙げ、そ
の実現可能性につ
いて理解する。 

・本文中で用いられて
いる意味や用法を
確認する。 

・本単元で学ぶ言語
材料を使って自
分の考えを述べ
ることができる。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 

Lesson ６ 

(６時間) 

電子書籍と紙の

書籍についての

討 論を読み、双

方の特徴と、討

論にお  ける論

の展開方法を学

ぶ。  

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにお
いて、互いに協力
しながら会話をす
る。 

・レッスンごとの内容
に対する感想や意
見について話すた
めのキーワードを
ワークシートにメ
モし、それを参考に
しながらペアで伝
え合う。 

・ペア・ワークにお
いて、互いに協力
しながら会話を
している。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

「外国語表現の能力」 

・電子書籍と紙の書
籍について簡単な
英語で要約を述べ
られる。 

・ペアで、ワークシー
トのメモに基づい
て、発問できる。 

・トピックについての

説明を読んで、その

内容を理解できる。 

・読んだことに基づ

き、内容について話

すことができる。 

・ペア・ワークの後、

全体に向けて口頭

で発表をさせる。 

「外国語理解の能力」 

・関係代名詞の非制限

用法 / how to ～を

理解し、内容把握が

出来る。 

・いくつかの発問を通し

て概要を把握する。 

・発問に対し簡潔に答

えることができる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断

する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・電子書籍と紙の書
籍について理解す
る。 

・本文中で用いられて
いる意味や用法を
確認する。 

・本単元で学ぶ言語
材料を使って自
分の考えを述べ
ることができる。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 



 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ７ 

(６時間) 

各国におけるソ

バの生産と消費

に ついて知り、

その食文化を学

ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話をする。 

・レッスンごとの内容に

対する感想や意見につ

いて話すためのキーワ

ードをワークシートに

メモし、それを参考に

しながらペアで伝え合

う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話をしてい

る。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

「外国語表現の能力」 

・世界におけるソバ
の生産・消費につ
いて簡単な英語で
要約を述べられ
る。 

・ペアで、ワークシー
トのメモに基づい
て、発問できる。 

・トピックについての

説明を読んで、その

内容を理解できる。 

・読んだことに基づ

き、内容について話

すことができる。 

・ペア・ワークの後、

全体に向けて口頭

で発表をさせる。 

「外国語理解の能力」 

・比較・倍数表現 / 助

動詞＋受け身を理解

し、内容把握が出来る。 

・いくつかの発問を通し

て概要を把握する。 

・発問に対し簡潔に答

えることができる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・世界におけるソバ
の生産量・消費量
について理解す
る。 

・本文中で用いられて
いる意味や用法を
確認する。 

・本単元で学ぶ言語
材料を使って自
分の考えを述べ
ることができる。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 

Lesson ８ 

(６時間) 

ミツバチとスズ

メの減少から考

え られる、環境

の変化とその影

響を知る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにお
いて、互いに協力
しながら会話をす
る。 

・レッスンごとの内容
に対する感想や意
見について話すた
めのキーワードを
ワークシートにメ
モし、それを参考に
しながらペアで伝
え合う。 

・ペア・ワークにお
いて、互いに協力
しながら会話を
している。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

「外国語表現の能力」 

・ミツバチの大量消
滅やスズメの数の
減少について簡単
な英語で要約を述
べられる。 

・ペアで、ワークシー
トのメモに基づい
て、発問できる。 

・トピックについての

説明を読んで、その

内容を理解できる。 

・読んだことに基づ

き、内容について話

すことができる。 

・ペア・ワークの後、

全体に向けて口頭

で発表をさせる。 

「外国語理解の能力」 

・関係代名詞の非制限

用法 / 助動詞＋進行

形を理解し、内容把

握が出来る。 

・いくつかの発問を通し

て概要を把握する。 

・発問に対し簡潔に答

えることができる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断

する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・消えゆく小さな生
き物が放つ無言の
メッセージとはど
のようなものであ
るのかを理解す
る。 

・本文中で用いられて
いる意味や用法を
確認する。 

・本単元で学ぶ言語
材料を使って自
分の考えを述べ
ることができる。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 



 


